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(57)【要約】
　有機発光ダイオード表示パネルは、ベース基板と、前
記ベース基板上に位置し、複数のサブ画素を定義する画
素定義層と、前記複数のサブ画素にそれぞれ位置する複
数の有機発光ダイオードと、前記ベース基板と前記画素
定義層との間に位置し、前記複数のサブ画素における前
記複数の有機発光ダイオードを封止するように構成され
る第１の無機封止層と、を含む。前記画素定義層は、互
いに離間している複数の画素定義ブロックを含む。前記
第１の無機封止層は、各々が、前記ベース基板と前記複
数の画素定義ブロックのうちの１つとの間に位置し、前
記複数のサブ画素のうちの１つにおける前記複数の有機
発光ダイオードのうちの１つを封止するように構成され
る複数の第１の無機封止ブロックを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース基板と、
　前記ベース基板上に位置し、複数のサブ画素を定義する画素定義層と、
　前記複数のサブ画素にそれぞれ位置する複数の有機発光ダイオードと、
　前記ベース基板と前記画素定義層との間に位置し、前記複数のサブ画素における前記複
数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層と、を含む、有機
発光ダイオード表示パネルであって、
　前記画素定義層は、各々が、前記複数のサブ画素のうちの１つを定義するように構成さ
れる互いに離間している複数の画素定義ブロックを含み、
　前記第１の無機封止層は、各々が、前記ベース基板と前記複数の画素定義ブロックのう
ちの１つとの間に位置し、前記複数のサブ画素のうちの１つにおける前記複数の有機発光
ダイオードのうちの１つを封止するように構成される複数の第１の無機封止ブロックを含
み、
　前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの外周の前記ベース基板上の正射影を実質的に覆う、有機
発光ダイオード表示パネル。
【請求項２】
　前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の前記正射影が、前記複数
の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的に覆う、請求項１
に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項３】
　前記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れ
た側に位置する第２の無機封止層をさらに含み、
　前記第２の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接
して前記複数の有機発光ダイオードを封止する、請求項１に記載の有機発光ダイオード表
示パネル。
【請求項４】
　前記第２の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層である、請求
項３に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項５】
　前記第２の無機封止層は、複数の第２の無機封止ブロックを含み、
　前記複数の第２の無機封止ブロックの各々は、前記複数の第１の無機封止ブロックのう
ちの１つの外周部分と直接接して前記複数の有機発光ダイオードを封止し、
　前記複数の第２の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、前記複数の第１の無機封止
ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、および前記複数の画素定義ブロック
のうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組み合わせを実質的に覆う、請求項３に記載
の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項６】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、
　前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記
第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップにより離間されており、前記
第２の伸長している状態において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャ
ップの第２のギャップ距離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長い、請求
項５に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項７】
　前記第１のギャップおよび前記第２のギャップ内に位置し、前記複数の第２の無機封止
ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されて
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いる有機封止ブロックをさらに含む、請求項６に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項８】
　前記第１のギャップおよび前記第２のギャップ内に位置し、各々が、前記複数の第２の
無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付
着されている２つの有機封止ブロックをさらに含む、請求項６に記載の有機発光ダイオー
ド表示パネル。
【請求項９】
　前記第２の無機封止層の前記前記ベース基板から離れた側に位置する有機封止層をさら
に含み、
　前記有機封止層は、各々が少なくとも部分的にサブ画素領域内に位置する複数の第１の
有機封止ブロックを含み、
　前記複数の第１の有機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的に覆う、請求項３か
ら８のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１０】
　前記有機封止層が、サブ画素間領域に位置する複数の第２の有機封止ブロックをさらに
含み、
　前記第２の無機封止層が、複数の第２の無機封止ブロックを含み、
　前記複数の第２の有機封止ブロックの各々が、前記複数の第２の無機封止ブロックのう
ちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、前記複数の第２の無機封
止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着され
ている、請求項９に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１１】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、
　前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記
第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップにより離間されており、前記
第２の伸長している状態において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャ
ップの第２のギャップ距離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長く、
　前記複数の第２の有機封止ブロックの各々が、前記第１の実質的に伸長していない状態
において前記第１のギャップを埋める、請求項１０に記載の有機発光ダイオード表示パネ
ル。
【請求項１２】
　前記有機封止層は、サブ画素間領域に複数の第３の有機封止ブロックをさらに含み、
　前記第２の無機封止層は、複数の第２の無機封止ブロックを含み、
　前記複数の第３の有機封止ブロックのうちの２つが、前記複数の第２の無機封止ブロッ
クのうちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、各々前記複数の第
２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁
に付着されている、請求項９に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１３】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、
　前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記
第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップにより離間されており、前記
第２の伸長している状態において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャ
ップの第２のギャップ距離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長く、
　前記複数の第３の有機封止ブロックのうちの２つが、前記第１の実質的に伸長していな
い状態において前記第１のギャップを埋める、請求項１２に記載の有機発光ダイオード表
示パネル。
【請求項１４】
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　前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側に位置する第３の無機封止層をさらに含
む、請求項９から１３のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１５】
　前記第３の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層である、請求
項１４に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１６】
　前記第３の無機封止層は、複数の第３の無機封止ブロックを含み、
　前記複数の第３の無機封止ブロックの各々は、前記第２の無機封止層と直接接し、前記
複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つと直接接し、
　前記複数の第３の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、および前記複数の第１の有
機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組み合わせを実質的に覆う、
請求項１４に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１７】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、
　前記複数の第３の無機封止ブロックのうちの隣接する第３の無機封止ブロックは、前記
第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップにより離間されており、前記
第２の伸長している状態において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャ
ップの第２のギャップ距離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長い、請求
項１６に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項１８】
　前記複数の第３無機封止ブロックのうちの隣接する第３無機封止ブロックは、前記第１
の実質的に伸長していない状態において前記第１のギャップ内の有機封止ブロックのうち
の１つ以上の一部により離間されている、請求項１７に記載の有機発光ダイオード表示パ
ネル。
【請求項１９】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、
　前記複数の第３の無機封止ブロックのうちの隣接する第３の無機封止ブロックは、前記
第１の実質的に伸長していない状態において互いに直接接しており、前記第２の伸長して
いる状態においてギャップにより離間されている、請求項１６に記載の有機発光ダイオー
ド表示パネル。
【請求項２０】
　前記ベース基板は伸長性のあるベース基板であり、前記有機発光ダイオード表示パネル
は伸長性のある有機発光ダイオード表示パネルである、請求項１から１８のいずれか１項
に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項２１】
　ベース基板と、
　前記ベース基板上に位置し、複数のサブ画素を定義する画素定義層と、
　前記複数のサブ画素にそれぞれ位置する複数の有機発光ダイオードと、
　前記ベース基板と前記画素定義層との間に位置し、前記複数のサブ画素における前記複
数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層と、
　前記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れ
た側に位置する第２の無機封止層と、
　前記第２の無機封止層の前記ベース基板から離れた側に位置する有機封止層と、
　前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側に位置する第３の無機封止層と、を含む
、有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項２２】
　前記画素定義層は、各々が、前記複数のサブ画素のうちの１つを定義するように構成さ
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れる互いに離間している複数の画素定義ブロックを含み、
　前記第１の無機封止層は、各々が、前記ベース基板と前記複数の画素定義ブロックのう
ちの１つとの間に位置し、前記複数のサブ画素のうちの１つにおける前記複数の有機発光
ダイオードのうちの１つを封止するように構成される複数の第１の無機封止ブロックを含
み、
　前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの外周の前記ベース基板上の正射影を実質的に覆い、
　前記第２の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接
して前記複数の有機発光ダイオードを封止し、
　前記有機封止層は、各々が少なくとも部分的にサブ画素領域内に位置する複数の第１の
有機封止ブロックを含み、
　前記複数の第１の有機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有
機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的に覆う、請求項２１
に記載の有機発光ダイオード表示パネル。
【請求項２３】
　請求項１から２２のいずれか１項に記載の有機発光ダイオード表示パネルを含む、有機
発光ダイオード表示装置。
【請求項２４】
　前記有機発光ダイオード表示装置はウェアラブル表示装置である、請求項２３に記載の
有機発光ダイオード表示装置。
【請求項２５】
　ベース基板上に複数のサブ画素を定義する画素定義層を形成するステップと、
　前記複数のサブ画素にそれぞれ複数の有機発光ダイオードを形成するステップと、
　前記ベース基板と前記画素定義層との間に、前記複数のサブ画素における前記複数の有
機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層を形成するステップと、
を含む、有機発光ダイオード表示パネルの製造方法であって、
　前記画素定義層を形成するステップは、各々が、前記複数のサブ画素のうちの１つを定
義するように形成される互いに離間している複数の画素定義ブロックを形成することを含
み、
　前記第１の無機封止層を形成するステップは、各々が、前記ベース基板と前記複数の画
素定義ブロックのうちの１つとの間に形成され、前記複数のサブ画素のうちの１つに位置
する前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つを封止するように形成される、複数の第
１の無機封止ブロックを形成することを含み、
　前記第１の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上
の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの外周の前記ベース基板上の正
射影を実質的に覆うように形成される、有機発光ダイオード表示パネルの製造方法。
【請求項２６】
　前記第１の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上
の前記正射影が、前記複数の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影
を実質的に覆うように形成される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れ
た側に第２の無機封止層を形成するステップをさらに含み、
　前記第２の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接
して前記複数の有機発光ダイオードを封止するように形成される、請求項２５に記載の方
法。
【請求項２８】
　前記第２の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層として形成さ
れる、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
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　前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、
　前記複数の第２の無機封止ブロックの各々は、前記複数の第１の無機封止ブロックのう
ちの１つの外周部分と直接接して前記複数の有機発光ダイオードを封止するように形成さ
れ、
　前記第２の無機封止層は、前記複数の第２の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上
の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、
前記複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、および前
記複数の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組み合わせを実質
的に覆うように形成される、請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第２の無機封止層の前記ベース基板から離れた側に有機封止層を形成するステップ
をさらに含み、
　前記有機封止層を形成するステップは、各々が少なくとも部分的にサブ画素領域内に位
置する複数の第１有機封止ブロックを形成することを含み、
　前記有機封止層は、前記複数の第１の有機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射
影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的
に覆うように形成される、請求項２７から２９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複数の第２の有機封止ブロッ
クを形成することをさらに含み、
　前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、
　前記有機封止層は、前記複数の第２の有機封止ブロックの各々が、前記複数の第２の無
機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、前記
複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１
つの側壁に付着されるように形成される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複数の第３の有機封止ブロッ
クを形成することをさらに含み、
　前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、
　前記有機封止層は、前記複数の第３の有機封止ブロックのうちの２つが、前記複数の第
２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し
、各々前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロック
のうちの１つの側壁に付着されるように形成される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側に第３の無機封止層を形成するステップ
をさらに含む、請求項３０から３２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第３の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層として形成さ
れる、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記第３の無機封止層を形成するステップは、複数の第３の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、
　前記複数の第３の無機封止ブロックの各々は、前記第２の無機封止層と直接接し、前記
複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つと直接接するように形成され、
　前記第３の無機封止層は、前記複数の第３の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上
の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、
および前記複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組
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み合わせを実質的に覆うように形成される、請求項３３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示技術に関し、特に、有機発光ダイオード表示パネルおよび表示装置なら
びにその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置は自発光型デバイスであり、バックライトを
必要としない。従来の液晶表示（ＬＣＤ）装置と比べ、ＯＬＥＤ表示装置は色が一層鮮や
かで色域がより広い。また、ＯＬＥＤ表示装置は、典型的なＬＣＤよりも曲げやすく、薄
く、軽く制作することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ひとつの方面において、本開示は、ベース基板と、前記ベース基板上に位置し、複数の
サブ画素を定義する画素定義層と、前記複数のサブ画素にそれぞれ位置する複数の有機発
光ダイオードと、前記ベース基板と前記画素定義層との間に位置し、前記複数のサブ画素
における前記複数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層と
、を含む、有機発光ダイオード表示パネルであって、前記画素定義層は、各々が、前記複
数のサブ画素のうちの１つを定義するように構成される互いに離間している複数の画素定
義ブロックを含み、前記第１の無機封止層は、各々が、前記ベース基板と前記複数の画素
定義ブロックのうちの１つとの間に位置し、前記複数のサブ画素のうちの１つにおける前
記複数の有機発光ダイオードのうちの１つを封止するように構成される複数の第１の無機
封止ブロックを含み、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射
影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの外周の前記ベース基板上の正射影を
実質的に覆う、有機発光ダイオード表示パネルを提供する。
【０００４】
　前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の前記正射影が、前記複数
の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的に覆ってもよい。
【０００５】
　前記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れ
た側に位置する第２の無機封止層をさらに含む、有機発光ダイオード表示パネルであって
、前記第２の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接
して前記複数の有機発光ダイオードを封止してもよい。
【０００６】
　前記第２の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層であってもよ
い。
【０００７】
　前記第２の無機封止層は、複数の第２の無機封止ブロックを含み、前記複数の第２の無
機封止ブロックの各々は、前記複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つの外周部分と
直接接して前記複数の有機発光ダイオードを封止し、前記複数の第２の無機封止ブロック
各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記
ベース基板上の正射影、前記複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基
板上の正射影、および前記複数の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正
射影の組み合わせを実質的に覆ってもよい。
【０００８】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、前記複数の第２の無機
封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記第１の実質的に伸長して
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いない状態において第１のギャップにより離間されており、前記第２の伸長している状態
において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャップの第２のギャップ距
離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長くてもよい。
【０００９】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、前記第１のギャップおよび前記第２のギャップ
内に位置し、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブ
ロックのうちの１つの側壁に付着されている有機封止ブロックをさらに含んでもよい。
【００１０】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、前記第１のギャップおよび前記第２のギャップ
内に位置し、各々が、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無
機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されている２つの有機封止ブロックをさらに含
んでもよい。
【００１１】
　前記第２の無機封止層の前記ベース基板から離れた側に有機封止層をさらに含む有機発
光ダイオード表示パネルであって、前記有機封止層は、各々が少なくとも部分的にサブ画
素領域内に位置する複数の第１の有機封止ブロックを含み、前記複数の第１の有機封止ブ
ロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つ
の前記ベース基板上の正射影を実質的に覆ってもよい。
【００１２】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、前記有機封止層が、サブ画素間領域に位置する
複数の第２の有機封止ブロックをさらに含み、前記第２の無機封止層が、複数の第２無機
封止ブロックを含み、前記複数の第２の有機封止ブロックの各々が、前記複数の第２の無
機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、前記
複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１
つの側壁に付着されていてもよい。
【００１３】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、前記複数の第２の無機
封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記第１の実質的に伸長して
いない状態において第１のギャップにより離間されており、前記第２の伸長している状態
において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャップの第２のギャップ距
離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長く、前記複数の第２の有機封止ブ
ロックの各々が、前記第１の実質的に伸長していない状態において前記第１のギャップを
埋めてもよい。
【００１４】
　前記有機封止層は、サブ画素間領域に複数の第３の有機封止ブロックをさらに含み、前
記第２の無機封止層は、複数の第２の無機封止ブロックを含み、前記複数の第３の有機封
止ブロックのうちの２つが、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の
無機封止ブロックの間のギャップに位置し、各々前記複数の第２の無機封止ブロックのう
ちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されていてもよい。
【００１５】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、前記複数の第２の無機
封止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、前記第１の実質的に伸長して
いない状態において第１のギャップにより離間されており、前記第２の伸長している状態
において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャップの第２のギャップ距
離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長く、前記複数の第３の有機封止ブ
ロックのうちの２つが、前記第１の実質的に伸長していない状態において前記第１のギャ
ップを埋めてもよい。
【００１６】
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　前記有機発光ダイオード表示パネルは、前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側
に位置する第３の無機封止層をさらに含んでもよい。
【００１７】
　前記第３の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層であってもよ
い。
【００１８】
　前記第３の無機封止層は、複数の第３の無機封止ブロックを含み、前記複数の第３の無
機封止ブロックの各々は、前記第２の無機封止層と直接接し、前記複数の第１の有機封止
ブロックのうちの１つと直接接し、前記複数の第３の無機封止ブロック各々の前記ベース
基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正
射影、および前記複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射
影の組み合わせを実質的に覆ってもよい。
【００１９】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、前記複数の第３の無機
封止ブロックのうちの隣接する第３の無機封止ブロックは、前記第１の実質的に伸長して
いない状態において第１のギャップにより離間されており、前記第２の伸長している状態
において第２のギャップにより離間されており、前記第２のギャップの第２のギャップ距
離は、前記第１のギャップの第１のギャップ距離より長くてもよい。
【００２０】
　前記複数の第３無機封止ブロックのうちの隣接する第３無機封止ブロックは、前記第１
の実質的に伸長していない状態において前記第１のギャップ内の有機封止ブロックのうち
の１つ以上の一部により離間されていてもよい。
【００２１】
　前記有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していない状態と第２の伸
長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであり、前記複数の第３の無機
封止ブロックのうちの隣接する第３の無機封止ブロックは、前記第１の実質的に伸長して
いない状態において互いに直接接しており、前記第２の伸長している状態においてギャッ
プにより離間されていてもよい。
【００２２】
　前記ベース基板は伸長性のあるベース基板であり、前記有機発光ダイオード表示パネル
は伸長性のある有機発光ダイオード表示パネルであってもよい。
【００２３】
　別の方面において、本開示は、ベース基板と、前記ベース基板上に位置し、複数のサブ
画素を定義する画素定義層と、前記複数のサブ画素にそれぞれ位置する複数の有機発光ダ
イオードと、前記ベース基板と前記画素定義層との間に位置し、前記複数のサブ画素にお
ける前記複数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層と、前
記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れた側
に位置する第２の無機封止層と、前記第２の無機封止層の前記ベース基板から離れた側に
位置する有機封止層と、前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側に位置する第３の
無機封止層と、を含む、有機発光ダイオード表示パネルを提供する。
【００２４】
　前記画素定義層は、各々が、前記複数のサブ画素のうちの１つを定義するように構成さ
れる互いに離間している複数の画素定義ブロックを含み、前記第１の無機封止層は、各々
が、前記ベース基板と前記複数の画素定義ブロックのうちの１つとの間に位置し、前記複
数のサブ画素のうちの１つにおける前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つを封止す
るように構成される複数の第１の無機封止ブロックを含み、前記複数の第１の無機封止ブ
ロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つ
の外周の前記ベース基板上の正射影を実質的に覆い、前記第２の無機封止層は、前記複数
の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接して前記複数の有機発光ダイオードを
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封止し、前記有機封止層は、各々が少なくとも部分的にサブ画素領域内に位置する複数の
第１有機封止ブロックを含み、前記複数の第１の有機封止ブロック各々の前記ベース基板
上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影
を実質的に覆ってもよい。
【００２５】
　別の方面において、本開示は、本開示で述べる、または本開示で述べる方法により製造
される有機発光ダイオード表示パネルを有する有機発光ダイオード表示装置を提供する。
【００２６】
　前記有機発光ダイオード表示装置は、ウェアラブル表示装置であってもよい。
【００２７】
　別の方面において、本開示は、ベース基板上に複数のサブ画素を定義する画素定義層を
形成するステップと、前記複数のサブ画素にそれぞれ複数の有機発光ダイオードを形成す
るステップと、前記ベース基板と前記画素定義層との間に、前記複数のサブ画素における
前記複数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層を形成する
ステップと、を含む、有機発光ダイオード表示パネルの製造方法であって、前記画素定義
層を形成するステップは、各々が、前記複数のサブ画素のうちの１つを定義するように形
成される互いに離間している複数の画素定義ブロックを形成することを含み、前記第１の
無機封止層を形成するステップは、各々が、前記ベース基板と前記複数の画素定義ブロッ
クのうちの１つとの間に形成され、前記複数のサブ画素のうちの１つに位置する前記複数
の有機発光ダイオードのうちの１つを封止するように形成される、複数の第１の無機封止
ブロックを形成することを含み、前記第１の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブ
ロック各々の前記ベース基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つ
の外周の前記ベース基板上の正射影を実質的に覆うように形成される、有機発光ダイオー
ド表示パネルの製造方法を提供する。
【００２８】
　前記第１の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上
の前記正射影が、前記複数の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影
を実質的に覆うように形成されてもよい。
【００２９】
　前記複数の有機発光ダイオードおよび前記画素定義層の前記第１の無機封止層から離れ
た側に位置する第２の無機封止層を形成するステップをさらに含む方法であって、前記第
２の無機封止層は、前記複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分と直接接して前記
複数の有機発光ダイオードを封止するように形成されてもよい。
【００３０】
　前記第２の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層として形成さ
れてもよい。
【００３１】
　前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、前記複数の第２の無機封止ブロックの各々は、前記複数の第１の無機封止
ブロックのうちの１つの外周部分と直接接して前記複数の有機発光ダイオードを封止する
ように形成され、前記第２の無機封止層は、前記複数の第２の無機封止ブロック各々の前
記ベース基板上の正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基
板上の正射影、前記複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正
射影、および前記複数の画素定義ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組
み合わせを実質的に覆うように形成されてもよい。
【００３２】
　前記第２の無機封止層の前記ベース基板から離れた側に有機封止層を形成するステップ
をさらに含む方法であって、前記有機封止層を形成するステップは、各々が少なくとも部
分的にサブ画素領域内に位置する複数の第１有機封止ブロックを形成することを含み、前
記有機封止層は、前記複数の第１の有機封止ブロック各々の前記ベース基板上の正射影が



(11) JP 2021-516840 A 2021.7.8

10

20

30

40

50

、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影を実質的に覆
うように形成されてもよい。
【００３３】
　前記有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複数の第２の有機封止ブロッ
クを形成することをさらに含み、前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第
２の無機封止ブロックを形成することを含み、前記有機封止層は、前記複数の第２の有機
封止ブロックの各々が、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２の無機
封止ブロックの間のギャップに位置し、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの前記
隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されるように形成されてもよ
い。
【００３４】
　前記有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複数の第３の有機封止ブロッ
クを形成することをさらに含み、前記第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第
２の無機封止ブロックを形成することを含み、前記有機封止層は、前記複数の第３の有機
封止ブロックのうちの２つが、前記複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣接する第２
の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、各々前記複数の第２の無機封止ブロックの
うちの前記隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されるように形成
されてもよい。
【００３５】
　前記方法は、前記有機封止層の前記ベース基板から離れた側に第３の無機封止層を形成
するステップをさらに含んでもよい。
【００３６】
　前記第３の無機封止層は、前記複数のサブ画素にわたって延在する連続層として形成さ
れてもよい。
【００３７】
　前記第３の無機封止層を形成するステップは、複数の第３の無機封止ブロックを形成す
ることを含み、前記複数の第３の無機封止ブロックの各々は、前記第２の無機封止層と直
接接し、前記複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つと直接接するように形成され、
前記第３の無機封止層は、前記複数の第３の無機封止ブロック各々の前記ベース基板上の
正射影が、前記複数の有機発光ダイオードのうちの１つの前記ベース基板上の正射影、お
よび前記複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つの前記ベース基板上の正射影の組み
合わせを実質的に覆うように形成されてもよい。
【００３８】
　以下の図面は開示された様々な実施形態の例にすぎず、本発明の範囲を限定するもので
はない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１Ａ】図１Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す模式図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す平面図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図１Ｄ】図１Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。
【図１Ｅ】図１Ｅは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図１Ｆ】図１Ｆは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図１Ｇ】図１Ｇは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
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にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す模式図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す平面図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す模式図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す平面図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図３Ｄ】図３Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。
【図３Ｅ】図３Ｅは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図４Ａ】図４Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す模式図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す平面図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図４Ｄ】図４Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。
【図４Ｅ】図４Ｅは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【図４Ｆ】図４Ｆは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機
発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。
【図４Ｇ】図４Ｇは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態
にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下では、実施形態を参照しつつ、本開示について具体的に説明する。なお、いくつか
の実施形態に関する以下の説明は例示および説明としてのものにすぎない。開示されるそ
のままの形態は全てを網羅している訳ではなく、また、本開示はこれらに限定されるもの
でもない。
【００４１】
　本開示は、特に、従来技術における制限および欠点に起因する１つ以上の課題を実質的
に解消する、有機発光ダイオード表示パネルおよび表示装置ならびにその製造方法を提供
する。ひとつの方面において、本開示は有機発光ダイオード表示パネルを提供する。いく
つかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、ベース基板と、ベース基板
上に位置し、複数のサブ画素を定義する画素定義層と、複数のサブ画素にそれぞれ位置す
る複数の有機発光ダイオードと、ベース基板と画素定義層との間に位置し、複数のサブ画
素における複数の有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層と、
を含む。画素定義層は、互いに離間している複数の画素定義ブロックを含んでもよい。複
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数の画素定義ブロックの各々は、複数のサブ画素のうちの１つを定義するように構成され
てもよい。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロックを含んでもよい。複数の
第１の無機封止ブロックの各々は、ベース基板と複数の画素定義ブロックのうちの１つと
の間に位置し、複数のサブ画素のうちの１つにおける複数の有機発光ダイオードのうちの
１つを封止するように構成されてもよい。複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基
板上の正射影は、複数の有機発光ダイオードのうちの１つの外周のベース基板上の正射影
を実質的に覆ってもよい。
【００４２】
　有機発光ダイオード表示パネルは、伸長性のある有機発光ダイオード表示パネルであっ
てもよい。有機発光ダイオード表示パネルは、可撓性のある有機発光ダイオード表示パネ
ルであってもよい。有機発光ダイオード表示パネルは、巻き取り可能な有機発光ダイオー
ド表示パネルであってもよい。有機発光ダイオード表示パネルは、折り畳み式の有機発光
ダイオード表示パネルであってもよい。有機発光ダイオード表示パネルは、ウェアラブル
機器に設けられた表示パネルであってもよい。本明細書において「伸長性のある」とは、
有機発光ダイオード表示パネルに外力を加えることで、有機発光ダイオード表示パネルの
長さ、幅および厚みの１つ以上を可逆的に増大できることを指す。
【００４３】
　図１Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
模式図である。図１Ａを参照すると、いくつかの実施形態における有機発光ダイオード表
示パネルは複数のサブ画素Ｓｐを含み、サブ画素領域Ａと、サブ画素間領域Ｂとを有する
。いくつかの実施形態における図１Ａに示す有機発光ダイオード表示パネルは、実質的に
非使用状態にある有機発光ダイオード表示パネルである。例えば、図１Ａに示す有機発光
ダイオード表示パネルは、製造されたが使用されたことのない伸長性のある有機発光ダイ
オード表示パネルであってよい。例えば、有機発光ダイオード表示パネルの封止層の１つ
以上は、伸長しておらず、複数の封止ブロックに分離されていない連続層であってよい。
本開示において、製造されたが使用されたことのない（例えば、伸長したことがない）有
機発光ダイオード表示パネルの状態を「初期状態」と呼ぶことがある。
【００４４】
　本明細書において、サブ画素領域とは、液晶ディスプレイにおける画素電極に対応する
領域、または有機発光ダイオード表示パネルにおける発光層に対応する領域などのサブ画
素の発光領域をいう。画素は、画素における若干数のサブ画素に対応する若干数の分離し
た発光領域を含んでもよい。サブ画素領域は、赤色サブ画素の発光領域であってもよい。
サブ画素領域は、緑色サブ画素の発光領域であってもよい。サブ画素領域は、青色サブ画
素の発光領域であってもよい。サブ画素領域は、白色サブ画素の発光領域であってもよい
。本明細書において、サブ画素間領域とは、例えば、液晶表示パネルにおけるブラックマ
トリクスに対応する領域、または有機発光ダイオード表示パネルにおける画素定義層に対
応する領域などの、隣接するサブ画素領域の間の領域をいう。サブ画素間領域は、同一の
画素における隣接するサブ画素領域の間の領域であってもよい。サブ画素間領域は、隣接
する２つの画素からの隣接する２つのサブ画素領域の間の領域であってもよい。サブ画素
間領域は、赤色サブ画素のサブ画素領域と、隣接する緑色サブ画素のサブ画素領域との間
の領域であってもよい。サブ画素間領域は、赤色サブ画素のサブ画素領域と、隣接する青
色サブ画素のサブ画素領域との間の領域であってもよい。サブ画素間領域は、緑色サブ画
素のサブ画素領域と、隣接する青色サブ画素のサブ画素領域との間の領域であってもよい
。
【００４５】
　図１Ａを参照すると、いくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルは、
ベース基板１０と、ベース基板１０上に位置し、複数のサブ画素Ｓｐを定義する画素定義
層３０と、複数のサブ画素Ｓｐにそれぞれ位置する複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤと
、ベース基板１０と画素定義層３０との間に位置し、例えば、複数の有機発光ダイオード
ＯＬＥＤの底面から、複数のサブ画素Ｓｐに位置する複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤ
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を封止するように構成される第１の無機封止層２０と、を含む。複数の有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤの各々は底面（例えば、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノードの付近
）において、画素定義層３０と、ベース基板１０（例えば、有機発光ダイオード表示パネ
ルにおけるパッシベーション層）と、第１の無機封止層２０と、に取り囲まれている。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、画素定義層３０は、互いに離間している複数の画素定義
ブロック３０Ｂを含む。複数の画素定義ブロック３０Ｂの各々は、複数のサブ画素Ｓｐの
うちの１つを定義するように構成されてもよい。複数の画素定義ブロックの各々は、複数
のサブ画素Ｓｐのうちの１つの外周を取り囲んでもよい。有機発光ダイオード表示パネル
は、伸長性のある有機発光ダイオード表示パネルであってもよい。有機発光ダイオード表
示パネルが伸長すると、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤの各々は複数の画素定義ブロ
ック３０Ｂのうちの１つにより取り囲まれ保護されて、伸長時に損なわれない。
【００４７】
　複数の画素定義ブロック３０Ｂの各々は、任意の適切な形状を有してよい。複数の画素
定義ブロック３０Ｂの各々は、その内壁が複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１
つを取り囲む中空柱状であってもよい。中空柱状は、矩形の中空柱状であってもよい。中
空柱状は、正方形の中空柱状であってもよい。中空柱状は、円形の中空柱状であってもよ
い。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、第１の無機封止層２０は、複数の第１の無機封止ブロッ
ク２０Ｂを含む。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂの各々は、ベース基板１０と複数
の画素定義ブロック３０Ｂのうちの１つとの間に位置し、複数のサブ画素Ｓｐのうちの１
つにおける複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つを、例えば、底面から封止す
るように構成されてもよい。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０
上の正射影は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つの外周のベース基板１０
上の正射影を実質的に覆い、例えば、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース
基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つにおける少なく
とも１つの層の外周のベース基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。第１の無機封
止層２０のベース基板１０上の正射影は、画素定義層３０のベース基板１０上の正射影を
実質的に覆ってもよい。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の
正射影は、複数の画素定義ブロック３０Ｂのうちの１つのベース基板１０上の正射影を実
質的に覆ってもよい。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤの各々は、第１の電
極（例えば、アノード）と、第２の電極（例えば、カソード）と、第１の電極と第２の電
極との間に位置する有機発光層と、を含む。複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤの各々は
、第１の電極と第２の電極との間に位置する１つ以上の機能性有機層をさらに含んでもよ
い。第２の電極は、有機発光層の第１の電極から離れた側に位置してもよい。複数の第１
の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤのうちの１つにおける第１の電極の外周のベース基板１０上の正射影を実質的
に覆ってもよい。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影
は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つにおける第２の電極の外周のベース
基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々
のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つにおけ
る有機発光層の外周のベース基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。複数の第１の
無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオード
ＯＬＥＤのうちの１つにおける任意の層の外周のベース基板１０上の正射影を実質的に覆
ってもよい。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、
複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つにおける１つ以上の層のベース基板１０
上の正射影と実質的に重ならないながら、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１
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つにおける他の層の外周のベース基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。
【００５０】
　複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂの各々は、任意の適切な形状を有してよい。複数
の第１の無機封止ブロック２０Ｂの各々は、その内側が複数の有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのうちの１つを取り囲むリング形状であってもよい。リング形状は、矩形のリング形状
であってもよい。リング形状は、正方形のリング形状であってもよい。リング形状は、円
形のリング形状であってもよい。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、複数の有機発光ダイ
オードＯＬＥＤおよび画素定義層３０の第１の無機封止層２０から離れた側に位置する第
２の無機封止層４０をさらに含む。図１Ａに示すように、いくつかの実施形態において、
第２の無機封止層４０は、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々の外周部分と直接接
して複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤを封止している。第２の無機封止層４０は、複数
の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々の外周部分全体と直接接して複数の有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤを封止してもよい。
【００５２】
　初期状態において、図１Ａに示すように、いくつかの実施形態における第２の無機封止
層４０は、複数のサブ画素Ｓｐにわたって延在する連続層である。第２の無機封止層４０
は、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂの隣接する第１の無機封止ブロック間の領域ま
で伸び、ベース基板１０（例えば、有機発光ダイオード表示パネルのパッシベーション層
）と直接接してもよい。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、複数の有機発光ダイ
オードＯＬＥＤをさらに封止するために、第２の無機封止層４０のベース基板１０から離
れた側に位置する有機封止層５０をさらに含む。有機封止層５０は、複数の有機封止ブロ
ックを含んでもよい。いくつかの実施形態において、有機封止層５０は、複数の第１の有
機封止ブロック５０Ａを含む。複数の第１の有機封止ブロック５０Ａの各々は、少なくと
も部分的にサブ画素領域Ａに位置してもよい。複数の第１の有機封止ブロック５０Ａ各々
のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つのベー
ス基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。
【００５４】
　いくつかの実施形態において、有機封止層５０はサブ画素間領域Ｂに位置する複数の第
２の有機封止ブロック５０Ｂを含む。複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂの各々は、サ
ブ画素間領域Ｂ内における、第２の無機封止層４０のベース基板１０から離れた側に位置
する。複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂの各々は、サブ画素間領域Ｂにおける、第２
の無機封止層４０の壁により形成された凹部に突出している。複数の第２の有機封止ブロ
ック５０Ｂの各々は、サブ画素間領域Ｂ内における、第２の無機封止層４０の凹部を画成
する壁に付着されている。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、有機封止層５０のベ
ース基板１０から離れた側に位置する第３の無機封止層６０をさらに含む。図１Ａに示す
ように、いくつかの実施形態における第３の無機封止層６０は複数の第３の無機封止ブロ
ック６０Ｂを含む。複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂの各々は、第２の無機封止層４
０と直接接し、複数の第１の有機封止ブロック５０Ａのうちの１つと直接接してもよい。
複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発
光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つのベース基板１０上の正射影を実質的に覆い、複数の
第１の有機封止ブロック５０Ａのうちの１つのベース基板１０上の正射影を実質的に覆っ
てもよい。
【００５６】
　図１Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
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平面図である。図１Ａおよび図１Ｂを参照すると、初期状態にある有機発光ダイオード表
示パネルは、サブ画素間領域Ｂ内の複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂにより互いに離
間している複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂを含む。サブ画素間領域Ｂ内の複数の第
２の有機封止ブロック５０Ｂは、複数のサブ画素Ｓｐにわたって延在するネットワークを
形成してもよい。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長
していない状態と第２の伸長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであ
る。第１の実質的に伸長していない状態、例えば、弛緩状態において、有機発光ダイオー
ド表示パネルは、実質的に外力の影響を受けない。第２の伸長している状態において、有
機発光ダイオード表示パネルは外力を受け、例えば、有機発光ダイオード表示パネルを１
つ以上の次元で伸長させる。初期状態において、有機発光ダイオード表示パネルは伸長し
たことがない。有機発光ダイオード表示パネルが伸長すると、有機発光ダイオード表示パ
ネルの１つ以上の連続する封止層が破断して複数の封止ブロックに分離し得る。例えば、
図１Ａにおける第２の無機封止層４０は、初期状態において連続する封止層である。有機
発光ダイオード表示パネルが伸長すると、第２の無機封止層４０が破断して複数の第２の
無機封止ブロックに分離し得る。
【００５８】
　図１Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す模式図である。図１Ｃを参照すると、第２の無機封止層４０は複
数の第２の無機封止ブロック４０Ｂに分離されている。複数の第２の無機封止ブロック４
０Ｂの各々は、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂのうちの１つの外周部分（例えば、
外周部分全体）と直接接して複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤを封止してもよい。複数
の第２の無機封止ブロック４０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダ
イオードＯＬＥＤのベース基板１０上の正射影のうちの１つを実質的に覆い、複数の第１
の無機封止ブロック２０Ｂのうちの１つのベース基板１０上の正射影を覆い、さらに、複
数の画素定義ブロック３０Ｂのうちの１つのベース基板１０上の正射影を実質的に覆って
もよい。
【００５９】
　図１Ｃに示すように、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無
機封止ブロックは、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２により離間され
ている。図１Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発
光ダイオード表示パネルを示す平面図である。図１Ｄを参照すると、複数のサブ画素Ｓｐ
の隣接するサブ画素は、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２により離間
されている。複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂのうちの隣接する第３の無機封止ブロ
ックは、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２により離間されている。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルが初期状態から第２の伸
長している状態に伸長すると、複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂの１つ以上が２つの
ピースに引き裂かれる。一実施例において、複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂは比較
的脆性な有機材料からなり、複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂの各々は、引き裂かれ
て複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのうちの２つとなる。有機発光ダイオード表示
パネルは、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロッ
クの間にある第２のギャップＧ２内に、複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのうちの
２つを含む。複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのうちの２つは、各々複数の第２の
無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に
付着されている。
【００６１】
　図１Ｄに示すように、いくつかの実施形態において、複数の第３の無機封止ブロック６
０Ｂの各々は、第２の伸長している状態において複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂ
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のうちの１つの一部により取り囲まれている。複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂの
隣接する第３の有機封止ブロックは、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ
２により離間されている。
【００６２】
　図１Ｅは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態にある有
機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。図１Ｅを参照すると、複数の第２の無
機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、第１の実質的に伸長
していない状態において複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのうちの２つにより離間
されている。代替的には、有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長してい
ない状態において複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止
ブロックを離間させる第１のギャップを有するとみなすことができ、複数の第３の有機封
止ブロック５０’Ｂのうちの２つが第１のギャップを埋める。第１のギャップの第１のギ
ャップ距離は、第２のギャップＧ２の第２のギャップ距離より短い。このため、複数の第
２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、第１の実質的
に伸長していない状態において第１のギャップ内の複数の第３の有機封止ブロック５０’
Ｂのうちの２つの一部により離間されている。本明細書において「ギャップ距離」とは、
隣接する封止ブロック、例えば、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する
第２の無機封止ブロックの間の距離を指す。
【００６３】
　図１Ｆは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す模式図である。図１Ｆを参照すると、複数の第２の有機封止ブロ
ック５０Ｂは比較的可撓性のある有機材料からなり、複数の第２の有機封止ブロック５０
Ｂの各々はブロックの中央で引き裂かれていない。むしろ、有機発光ダイオード表示パネ
ルが初期状態から第２の伸長している状態に伸長すると、複数の第２の有機封止ブロック
５０Ｂの各々は、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する２つの第２の無
機封止ブロックのうちの１つから離間し、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの
隣接する２つの第２の無機封止ブロックのうちのもう１つの隣接する２つの第２の無機封
止ブロックのうちのもうに付着されたままである。
【００６４】
　図１Ｆを参照すると、有機発光ダイオード表示パネルは、第２のギャップＧ２内に複数
の第２の有機封止ブロック５０Ｂのうちの１つをさらに含む。第２のギャップＧ２内にあ
る複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂのうちの１つは、複数の第２の無機封止ブロック
４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されてもよい
。
【００６５】
　図１Ｇは、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態にある有
機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。図１Ｇを参照すると、複数の第２の無
機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、第１の実質的に伸長
していない状態において複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂのうちの１つにより離間さ
れている。代替的には、有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長していな
い状態において複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブ
ロックを離間させる第１のギャップを有するとみなすことができ、複数の第２の有機封止
ブロック５０Ｂのうちの１つが第１のギャップを埋める。第１のギャップの第１のギャッ
プ距離は、第２のギャップＧ２の第２のギャップ距離より短い。このため、複数の第２の
無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロックは、第１の実質的に伸
長していない状態において第１のギャップ内の複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂのう
ちの１つの一部により離間されている。本明細書において「ギャップ距離」とは、隣接す
る封止ブロック、例えば、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の
無機封止ブロックの間の距離を指す。
【００６６】



(18) JP 2021-516840 A 2021.7.8

10

20

30

40

50

　図２Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
模式図である。図２Ａを参照すると、いくつかの実施形態において、封止層のいずれも複
数のサブ画素Ｓｐにわたって延在する連続層ではない。図２Ａに示すように、封止層の各
々は、初期状態においても複数の封止ブロックを含む。初期状態において、いくつかの実
施形態に示す有機発光ダイオード表示パネルは、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂを
含む第２の無機封止層４０を含む。複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接す
る第２の無機封止ブロックは、初期状態において第１のギャップＧ１により離間されてい
る。第１のギャップＧ１は、実質的にすべての封止層を貫通して延びて、ベース基板１０
の表面の一部を露出させてもよい。
【００６７】
　図２Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
平面図である。図２Ａおよび図２Ｂを参照すると、初期状態にある有機発光ダイオード表
示パネルは、サブ画素間領域Ｂ内の第１のギャップＧ１により互いに離間している複数の
第３の無機封止ブロック６０Ｂを含む。有機封止層５０は、複数の第１の有機封止ブロッ
ク５０Ａのみを含み、サブ画素間領域Ｂ内の複数の第２の有機封止ブロックは含まなくて
もよい。複数の第１の有機封止ブロック５０Ａの各々は、少なくとも部分的にサブ画素領
域Ａ内に位置する。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長
していない状態と第２の伸長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであ
る。図２Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダ
イオード表示パネルを示す模式図である。図２Ｄは、本開示のいくつかの実施形態におけ
る伸長している状態にある有機発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。図２Ｅは
、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す模式図である。図２Ｃから２Ｅを参照すると、いくつかの実施形
態において、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロ
ックは、第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップＧ１により離間され
ており、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２により離間されている。第
２のギャップＧ２の第２のギャップ距離は、第１のギャップＧ１の第１のギャップ距離よ
り長くてもよい。
【００６９】
　図２Ｃから２Ｅに示すように、いくつかの実施形態において、第３の無機封止層６０は
、複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂを含む。複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂの
うちの隣接する第３の無機封止ブロックは、第１の実質的に伸長していない状態において
第１のギャップＧ１により離間されており、第２の伸長している状態において第２のギャ
ップＧ２により離間されている。第２のギャップＧ２の第２のギャップ距離は、第１のギ
ャップＧ１の第１のギャップ距離より長い。
【００７０】
　図３Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
模式図である。図３Ａにおける初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルと、図２Ａ
における初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルは、図３Ａにおける初期状態にあ
る第２の無機封止層４０が複数のサブ画素Ｓｐにわたって延在する連続層であるのに対し
、図２Ａにおける初期状態にある第２の無機封止層４０は連続層でないという点と、図３
Ａにおける第１のギャップＧ１が第２の無機封止層４０全体にわたって延在していないの
に対し、図２Ａにおける第１のギャップＧ１がすべての封止層を延在しているという点に
おいて異なる。図３Ａにおける初期状態にある第２の無機封止層４０は、ベース基板１０
（例えば、パッシベーション層）と直接接している。
【００７１】
　図３Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
平面図である。図３Ａおよび図３Ｂを参照すると、初期状態にある有機発光ダイオード表
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示パネルは、サブ画素間領域Ｂ内の第１のギャップＧ１により互いに離間している複数の
第３の無機封止ブロック６０Ｂを含む。有機封止層５０は、複数の第１の有機封止ブロッ
ク５０Ａのみを含み、サブ画素間領域Ｂ内の複数の第２の有機封止ブロックは含まなくて
もよい。複数の第１の有機封止ブロック５０Ａの各々は、少なくとも部分的にサブ画素領
域Ａ内に位置する。図３Ａにおける初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルは、有
機封止層５０が第１のギャップＧ１内に複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂを含まない
という点において、図１Ａにおける初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルと異な
る。
【００７２】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、第１の実質的に伸長
していない状態と第２の伸長している状態を有する伸長性のあるディスプレイパネルであ
る。図３Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダ
イオード表示パネルを示す模式図である。図３Ｄは、本開示のいくつかの実施形態におけ
る伸長している状態にある有機発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。図３Ｅは
、本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す模式図である。図３Ｃから３Ｅを参照すると、いくつかの実施形
態において、複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂのうちの隣接する第２の無機封止ブロ
ックは、第１の実質的に伸長していない状態において第１のギャップＧ１により離間され
ており、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２により離間されている。第
２のギャップＧ２の第２のギャップ距離は、第１のギャップＧ１の第１のギャップ距離よ
り長くてもよい。図３Ｃから３Ｅにおける有機発光ダイオード表示パネルと、図２Ｃから
２Ｅに示す有機発光ダイオード表示パネルは、図３Ｃから３Ｅにおける複数の第２の無機
封止ブロック４０Ｂはベース基板１０と直接接しているのに対し、図２Ｃから２Ｅにおけ
る複数の第２の無機封止ブロック４０Ｂはベース基板１０と直接接していないという点に
おいて異なる。
【００７３】
　図３Ｃから３Ｅにおける有機発光ダイオード表示パネルと、図１Ｃから１Ｇにおける有
機発光ダイオード表示パネルは、図３Ｃから３Ｅにおける有機発光ダイオード表示パネル
は、第１のギャップＧ１または第２のギャップＧ２内に１つ以上の有機封止ブロックを含
まないのに対し、図１Ｃから１Ｇにおける有機発光ダイオード表示パネルは、第１のギャ
ップＧ１または第２のギャップＧ２内に１つ以上の有機封止ブロック（例えば、複数の第
２の有機封止ブロック５０Ｂのうちの１つ、または複数の第３の有機封止ブロック５０’
Ｂのうちの２つ）を含むという点において異なる。
【００７４】
　図４Ａは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネルを示す
模式図である。図４Ａにおける初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルと、図１Ａ
における初期状態にある有機発光ダイオード表示パネルは、図４Ａにおける初期状態にあ
る第３の無機封止層６０が複数のサブ画素Ｓｐにわたって延在する連続層であるのに対し
、図２Ａ　における初期状態にある第３の無機封止層６０は連続層でないという点におい
て異なる。図４Ｂは、本開示のいくつかの実施形態における有機発光ダイオード表示パネ
ルを示す平面図である。図４Ｂに示すように、初期状態にある有機発光ダイオード表示パ
ネルの表面全体は第３の無機封止層６０で覆われている。
【００７５】
　図４Ｃは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す模式図である。図４Ｄは、本開示のいくつかの実施形態における
伸長している状態にある有機発光ダイオード表示パネルを示す平面図である。図４Ｅは、
本開示のいくつかの実施形態における実質的に伸長していない状態にある有機発光ダイオ
ード表示パネルを示す模式図である。図４Ｃから４Ｅにおける有機発光ダイオード表示パ
ネルは、図１Ｃから１Ｅにおける有機発光ダイオード表示パネルと類似している。図４Ｃ
から４Ｅにおける有機発光ダイオード表示パネルと、図１Ｃから１Ｅにおける有機発光ダ
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イオード表示パネルは、図４Ｃから４Ｅにおける第３の無機封止層６０のベース基板１０
上の正射影が、複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのベース基板１０上の正射影を実
質的に覆うのに対し、図１Ｃから１Ｅにおける第３の無機封止層６０のベース基板１０上
の正射影は、複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのベース基板１０上の正射影と実質
的に重ならないという点において異なる。例えば、図４Ｃから４Ｅにおける複数の第３の
無機封止ブロック６０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の第３の有機封止ブロ
ック５０’Ｂのうちの１つのベース基板１０上の正射影を実質的に覆うのに対し、図１Ｃ
から１Ｅにおける複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影
は、複数の第３の有機封止ブロック５０’Ｂのうちの任意の１つのベース基板１０上の正
射影と実質的に重ならない。
【００７６】
　図４Ｆは、本開示のいくつかの実施形態における伸長している状態にある有機発光ダイ
オード表示パネルを示す平面図である。図４Ｇは、本開示のいくつかの実施形態における
実質的に伸長していない状態にある有機発光ダイオード表示パネルを示す模式図である。
図４Ｆから４Ｇにおける有機発光ダイオード表示パネルは、図１Ｆから１Ｇにおける有機
発光ダイオード表示パネルと類似している。図４Ｆから４Ｇにおける有機発光ダイオード
表示パネルと、図１Ｆから１Ｇにおける有機発光ダイオード表示パネルは、図４Ｆから４
Ｇにおける複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂのうちの隣接する第３の無機封止ブロッ
クは、第１の実質的に伸長していない状態において互いに直接接しており、第２の伸長し
ている状態において第２のギャップＧ２により離間されているのに対し、図１Ｆから１Ｇ
における複数の第３の無機封止ブロック６０Ｂのうちの隣接する第３の無機封止ブロック
は、第１の実質的に伸長していない状態において複数の第２の有機封止ブロック５０Ｂの
うちの１つにより離間されており、第２の伸長している状態において第２のギャップＧ２
により離間されているという点において異なる。
【００７７】
　ベース基板１０は、伸長性のあるベース基板であってもよい。有機発光ダイオード表示
パネルの１つ以上の層は伸長性のある層であってもよい。
【００７８】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、ベース基板１０と、
ベース基板１０上に位置し、複数のサブ画素Ｓｐを定義する画素定義層３０と、複数のサ
ブ画素Ｓｐにそれぞれ位置する複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤと、ベース基板１０と
画素定義層３０との間に位置し、複数のサブ画素Ｓｐにおける複数の有機発光ダイオード
ＯＬＥＤを封止するように構成される第１の無機封止層２０と、複数の有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤおよび画素定義層３０の第１の無機封止層２０から離れた側に位置する第２の
無機封止層４０と、第２の無機封止層４０のベース基板１０から離れた側に位置する有機
封止層５０と、有機封止層５０のベース基板１０から離れた側に位置する第３の無機封止
層６０を含む。
【００７９】
　画素定義層３０は、複数のサブ画素Ｓｐのうちの１つを定義するように各々構成され、
互いに離間している複数の画素定義ブロック３０Ｂを含んでもよい。第１の無機封止層２
０は、各々がベース基板１０と複数の画素定義ブロック３０Ｂのうちの１つとの間に位置
し、複数のサブ画素Ｓｐのうちの１つにおける複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうち
の１つを封止するように構成される、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂを含んでもよ
い。複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々のベース基板１０上の正射影は、複数の有
機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つの外周のベース基板１０上の正射影を実質的に覆
ってもよい。第２の無機封止層４０は、複数の第１の無機封止ブロック２０Ｂ各々の外周
部分（例えば、外周部分全体）と直接接して複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤを封止し
てもよい。有機封止層５０は、各々少なくとも部分的にサブ画素領域Ａに位置する複数の
第１の有機封止ブロック５０Ａを含んでもよい。複数の第１の有機封止ブロック５０Ａ各
々のベース基板１０上の正射影は、複数の有機発光ダイオードＯＬＥＤのうちの１つのベ
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ース基板１０上の正射影を実質的に覆ってもよい。
【００８０】
　いくつかの実施形態において、有機発光ダイオード表示パネルは、複数の有機発光ダイ
オードの発光を駆動する複数の駆動薄膜トランジスタをさらに含む。有機発光ダイオード
表示パネルは、複数の駆動薄膜トランジスタのオン／オフをそれぞれ制御するように構成
される複数のスイッチング薄膜トランジスタをさらに含んでもよい。
【００８１】
　別の方面において、本開示は有機発光ダイオード表示パネルの製造方法を提供する。い
くつかの実施形態において、当該方法は、ベース基板上に複数のサブ画素を定義する画素
定義層を形成するステップと、複数のサブ画素内にそれぞれ複数の有機発光ダイオードを
形成するステップと、ベース基板と画素定義層との間に、複数のサブ画素における複数の
有機発光ダイオードを封止するように構成される第１の無機封止層を形成するステップと
、を含む。画素定義層を形成するステップは、複数のサブ画素のうちの１つを定義するよ
うに各々形成され、互いに離間している複数の画素定義ブロックを形成することを含んで
もよい。第１の無機封止層を形成するステップは、複数の第１の無機封止ブロックを形成
することを含み、複数の第１の無機封止ブロックの各々は、ベース基板と複数の画素定義
ブロックのうちの１つとの間に形成され、複数のサブ画素のうちの１つに位置する複数の
有機発光ダイオードのうちの１つを封止するように形成されてもよい。第１の無機封止層
は、複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数の有機発光ダイ
オードのうちの１つの外周のベース基板上の正射影を実質的に覆い、例えば、複数の第１
の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数の有機発光ダイオードのうちの
１つにおける少なくとも１つの層の外周のベース基板上の正射影を実質的に覆うように形
成されてもよい。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基板
上の正射影が、複数の画素定義ブロックのうちの１つのベース基板上の正射影を実質的に
覆うように形成されてもよい。
【００８２】
　いくつかの実施形態において、複数の有機発光ダイオードの各々は、第１の電極（例え
ば、アノード）と、第２の電極（例えば、カソード）と、第１の電極と第２の電極の間に
位置する有機発光層と、を含むように形成される。複数の有機発光ダイオードの各々は、
第１の電極と第２の電極との間に位置する１つ以上の機能性有機層をさらに含むように形
成されてもよい。第２の電極は、有機発光層の第１の電極から離れた側に位置してもよい
。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、
複数の有機発光ダイオードのうちの１つに位置する第１の電極の外周のベース基板上の正
射影を実質的に覆うように形成されてもよい。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封
止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数の有機発光ダイオードのうちの１つに設
られた第２の電極の外周のベース基板上の正射影を実質的に覆うように形成されてもよい
。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、
複数の有機発光ダイオードのうちの１つに位置する有機発光層の外周のベース基板上の正
射影を実質的に覆うように形成されてもよい。第１の無機封止層は、複数の第１の無機封
止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数の有機発光ダイオードのうちの１つの任
意の層における外周のベース基板上の正射影を実質的に覆うように形成されてもよい。第
１の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数
の有機発光ダイオードのうちの１つにおける１つ以上の層のベース基板上の正射影と実質
的に重ならないながら、複数の有機発光ダイオードのうちの１つにおける他の層の外周の
ベース基板上の正射影を実質的に覆うように形成されてもよい。
【００８３】
　いくつかの実施形態において、当該方法は、複数の有機発光ダイオードおよび画素定義
層の第１の無機封止層から離れた側に位置する第２の無機封止層を形成するステップをさ
らに含む。第２の無機封止層は、複数の第１の無機封止ブロック各々の外周部分（例えば
、外周部分全体）と直接接して複数の有機発光ダイオードを封止するように形成されても
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よい。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、第２の無機封止層は複数のサブ画素にわたって延在する
連続層として形成される。
【００８５】
　いくつかの実施形態において、第２の無機封止層を形成するステップは、複数の第２の
無機封止ブロックを形成することを含む。複数の第２の無機封止ブロックの各々は、複数
の第１の無機封止ブロックのうちの１つの外周部分（例えば、外周部分全体）と直接接し
て複数の有機発光ダイオードを封止するように形成されてもよい。第２の無機封止層は、
複数の第２の無機封止ブロック各々のベース基板上の正射影が、複数の有機発光ダイオー
ドのうちの１つのベース基板上の正射影、複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つの
ベース基板上の正射影、および複数の画素定義ブロックのうちの１つのベース基板上の正
射影の組み合わせを実質的に覆うように形成されてもよい。
【００８６】
　いくつかの実施形態において、当該方法は、第２の無機封止層のベース基板から離れた
側に有機封止層を形成するステップをさらに含む。有機封止層を形成するステップは、各
々が少なくとも部分的にサブ画素領域内に位置する複数の第１の有機封止ブロックを形成
することを含んでもよい。有機封止層は、複数の第１の有機封止ブロック各々のベース基
板上の正射影が、複数の有機発光ダイオードのうちの１つのベース基板上の正射影を実質
的に覆うように形成されてもよい。
【００８７】
　いくつかの実施形態において、有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複
数の第２の有機封止ブロックを形成することをさらに含む。第２の無機封止層を形成する
ステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成することを含んでもよい。有機封止層
は、複数の第２の有機封止ブロックの各々が、複数の第２の無機封止ブロックのうちの隣
接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、複数の第２の無機封止ブロック
のうちの隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されるように形成さ
れてもよい。
【００８８】
　いくつかの実施形態において、有機封止層を形成するステップは、サブ画素間領域に複
数の第３の有機封止ブロックを形成することをさらに含む。第２の無機封止層を形成する
ステップは、複数の第２の無機封止ブロックを形成することを含んでもよい。有機封止層
は、複数の第３の有機封止ブロックのうちの２つが、複数の第２の無機封止ブロックのう
ちの隣接する第２の無機封止ブロックの間のギャップに位置し、各々複数の第２の無機封
止ブロックのうちの隣接する第２の無機封止ブロックのうちの１つの側壁に付着されるよ
うに形成されてもよい。
【００８９】
　いくつかの実施形態において、当該方法は、有機封止層のベース基板から離れた側に第
３の無機封止層を形成するステップをさらに含む。
【００９０】
　いくつかの実施形態において、第３の無機封止層は複数のサブ画素にわたって延在する
連続層として形成される。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、第３の無機封止層を形成するステップは、複数の第３の
無機封止ブロックを形成することを含む。複数の第３の無機封止ブロックの各々は、第２
の無機封止層と直接接し、複数の第１の有機封止ブロックのうちの１つと直接接するよう
に形成されてもよい。第３の無機封止層は、複数の第３の無機封止ブロック各々のベース
基板上の正射影が、複数の有機発光ダイオードのうちの１つのベース基板上の正射影、お
よび複数の第１の無機封止ブロックのうちの１つのベース基板上の正射影の組み合わせを
実質的に覆うように形成されてもよい。
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【００９２】
　別の方面において、本開示は、本開示で述べる、または本開示で述べる方法により製造
される有機発光ダイオード表示パネルを有する有機発光ダイオード表示装置を提供する。
適切な表示装置の例には、電子ペーパー、携帯電話、タブレットコンピュータ、テレビ、
モニタ、ノートパソコン、電子アルバム、ＧＰＳ等が含まれるが、これらに限らない。一
実施例において、表示装置はスマートウォッチである。
【００９３】
　有機発光ダイオード表示装置は、例えば、スマートウォッチなどのウェアラブル表示装
置であってもよい。
【００９４】
　本発明の実施形態に関する上記の記述は、例示および説明を目的とする。開示されるそ
のままの形態あるいは開示した例示的な実施形態はすべてを網羅している訳ではなく、ま
た、本発明はこれらに限定するものでもない。それ故、上記記載は限定ではなく例示を目
的としていると見なすべきであり、多くの変更や変形は当業者にとって明らかであろう。
本発明の原理とそれが実際に適用される最良の形態を最も説明しやすいような実施形態を
選択しそれについて記載することで、特定の用途または想定される適用に適した本発明の
様々な実施形態および様々な変更を当業者に理解させることを目的としている。本開示に
付した請求項およびその均等物により本発明の範囲を定義することが意図され、別途示唆
しない限り、すべての用語は合理的な範囲内で最も広く解釈されるべきである。従って、
「本発明」、「本開示」またはこれに類する用語は請求項の範囲を必ずしも特定の実施形
態に限定せず、本発明の例示的実施形態に対する参照は本発明への限定を示唆するもので
はなく、かかる限定を推論すべきではない。本発明は付属する請求項の構想と範囲のみに
より限定される。さらに、これらの請求項では後に名詞または要素を伴って「第１の」「
第２の」等という表現を用いる場合がある。特定の数量が示されない限り、このような用
語は専用語であると理解すべきであり、修飾された要素の数量が上記専用語により限定さ
れると解釈してはならない。記載した効果や利点はいずれも本発明のすべての実施形態に
適用されるとは限らない。当業者であれば、以下の請求項により定義される本発明の範囲
から逸脱せずに、記載した実施形態を変形できることが理解されよう。さらに、以下の請
求項に明記されているか否かを問わず、本開示の要素および部品のいずれも公衆に捧げる
意図はない。
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